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（児童・生徒数 175 61 18 9 22 38 323

◎主 学習支援 0 回　・　体験活動 9 回　・　地域交流 0 回　・　体育振興 0 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 0 回　・　体育振興 1 回

令和元年度　サッポロサタデースクール事業　各運営協議会実施状況

学校名 福井野中学校 連携：福井野小学校、平和小学校 【西区】 児童・生徒数※1 994 名

協議会名 五天山サタデースクール運営協議会

代表者 伊藤　整一 （PTA会長）

協議会
構成

合　計 15 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 3 名 PTA会長3

合
計

実施場所 講師／スタッフ・協力者等

会議開催 3 回 開催月 5月、8月、2月

9 名
まちづくりセンター1、福井ばやし保存会1、町内会3、連合町内会1、子ども
会1、育成委員会1、ホタルの会1

各校校長又は教頭3

ＰＴＡ 3 名 会長3

5

1 ◎

生き物観察隊
春の五天山生き物観察ツアー

No
実施日
※2

ホタルも生息する小川（通常立入禁止）で、源流部と下流
部に生息する生き物をタモ網を使って採取。ヤゴ、タガ
メ、ウスバカゲロウなど20種類もの生き物を、講師の説明
を聞きながら観察した。
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分野：◎主・○従

プログラム名 プログラム内容
教
職
員

17 6

40

五天山公園
札幌市環境プラザボランティア、西区ホタルの会ボラン
ティア

2 ◎

たこやきロボットでプログラ
ミング体験

カラーコード指令で動く世界最小のプログラミング教育ロ
ボット「オゾポット」を使って、指令を考え、思い通りに
動くかを試しながら、プログラミングを体験した。小学4年
生以上を対象とし、小中学生が共に学んだ。

22 8 5 1 0 4

34

福井野中学校図書館 （株）シェアデザイン

3 1 2

4 ◎

生き物観察隊
夏の五天山ホタル観賞会

五天山公園環境学習館でホタルの話を聞いた後、実際にホ
タルが生息する左股川緑地の環境を解説付きで観察した。
明るい時間のためホタルの発光は鑑賞できなかったが、地
域の自然を再発見する機会となった。

14 6

五天山公園・左股川 西区ホタルの会

3 ◎

はじめてのお華とお茶体験
紫陽花やなでしこなどの地域に咲く花を用いて、アレンジ
メントフラワー制作を行った。合わせてお抹茶の試飲も用
意し、日本の伝統文化を体験した。

9 5

32

福井野中学校被服室 ＭＯＡ（岡田茂吉芸術文化財団）

3 1 5 3

222 1 3 2

6 ◎ ○

アスリート（一日スポーツ＆
文化）体験

野球・テニス・陸上・バスケット・剣道・美術・合唱の7種
を設け、部活動指導経験のある教員を中心としたサポート
のもと、小学生と中学生が一緒にスポーツと文化を楽しん
だ。

10 35 ◎

マンガ体験

ストーリーに作り方やキャラクターの設定、マンガの描き
方のほか、ペンの種類や、マンガ用の特別なインクなどを
学んだ。講師が描いた原稿が見本として用意され、実際に
マンガを描いた。

福井野中学校被服室 地域在住のプロ漫画家

1 0 3

79

福井野中学校 体育振興会、ＰＴＡ

0 1 3 10

181

◎

子ども防災
魔法の袋で調理体験

避難所生活者の体験をもとに「温かい食べ物」の大切さに
注目して「ハイゼックス」を使った調理体験を行った。米
だけではなく、冷蔵庫等にある調味料などを加えるなど工
夫をしながら、防災の意識を養った。

58 7

21 10

25

福井野中学校 －

8 ◎

秋の五天山植樹体験

自然の森の大切さについて聞いた後、かつては森だった公
園内の雑草地に苗木を植樹した。今回植えた木の記録や前
年度に植えた木の成長を計測後、どんぐりなどの種（次回
使用予定）を拾いながら公園内を散策した。

13 6 0 2 0 4

40

五天山公園
子供と作ろう種から育てる未来の森、手稲さと川探検隊、
北海道の森と緑の会/北大農学部などの大学生

3 1 3 2

7

33

福井野中学校 北海道書道連盟/札幌西高等学校書道部

10

11 10 1 0 6 59 ◎

書道体験
西高書道部による書道パフォーマンスを見学後、普段は触
ることのない大筆や全判の用紙を使った書初めを行い、楽
しく自由な書道を体験した。

※1　児童・生徒数は令和元年5月1日現在　　　※2　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計 994 人）

実施回数 合計 9 回 （分野分類）

実

施

内

容


